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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
フ
ォ
ー
セ
リ
ア
辞
典

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
４
０
７
Ｗ

【
作
者
名
】

　
く
ら
ま

【
あ
ら
す
じ
】

　
自
作
品
の
舞
台
、
フ
ォ
ー
セ
リ
ア
。

も
と
も
と
は
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
世
界
と
し
て
設
定
さ
れ
た
架
空
世
界

で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
下
さ
い
…
…
と
い
う
ワ
ケ
に
も
い

か
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
ま
と
め
て
見
ま
し
た
。
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フ
ォ
ー
セ
リ
ア
の
な
り
た
ち
（
前
書
き
）

フ
ォ
ー
セ
リ
ア
と
い
う
世
界
が
あ
る
。

　
我
々
の
住
ん
で
い
る
世
界
と
は
異
な
り
、
文
明
レ
ベ
ル
は
低
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　
我
々
の
尺
度
で
言
え
ば
、
中
世
レ
ベ
ル
か
、
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
政
治
形
態

や
社
会
生
活
に
も
当
て
は
ま
る
。

　
フ
ォ
ー
セ
リ
ア
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
魔
法
」
の
力
、
そ
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
モ
ン
ス
タ
ー
」
の
存
在
。
我
々
が
伝
説
で
し
か
そ
の
姿
を

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
不
可
思
議
な
魔
法
の
力
、
凶
悪
な
ド
ラ
ゴ
ン
等
の
モ
ン

ス
タ
ー
は
、
こ
こ
で
は
ま
ご
う
こ
と
な
き
現
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
数
多
く
の
冒
険
が
あ
る
こ
と
も
。

　
叩
け
よ
。
さ
れ
ば
、
開
か
れ
ん
。
冒
険
の
扉
は
、
あ
な
た
の
目
の
前
に
あ
る
。
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フ
ォ
ー
セ
リ
ア
の
な
り
た
ち

１
．
神
話
の
時
代

　
世
界
に
は
最
初
、
巨
人
が
た
だ
独
り
で
存
在
し
て
い
た
。
“
偉
大
な
る
ひ
と

つ
”
も
し
く
は
“
万
物
の
始
祖
”
と
呼
ば
れ
た
巨
人
が
死
に
、
こ
の
世
界
が
始

ま
っ
た
。

　
そ
の
肉
体
は
大
地
と
な
り
、
最
後
に
吐
い
た
息
は
風
と
な
り
、
そ
し
て
全
身

か
ら
流
れ
出
た
血
は
海
と
な
っ
た
。
そ
し
て
巨
人
が
孤
独
を
悲
し
み
、
憤
る
心

は
炎
と
な
っ
て
世
界
 

に
熱
と
生
命
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
の
炎
の
中
か
ら
神
々
が
生
ま
れ
、
巨
人
の
体
毛
か
ら
は
植
物
が
、
鱗
か
ら

は
ド
ラ
ゴ
ン
た
ち
が
生
ま
れ
出
た
。

　
神
々
は
世
界
を
３
つ
に
分
け
た
。
世
界
に
あ
ふ
れ
て
い
た
力
を
分
化
し
て
創

っ
た
“
精
霊
界
”
。
肉
体
を
持
つ
者
た
ち
が
住
む
“
物
質
界
”
。
２
つ
の
異
質

な
世
界
を
結
ぶ
“
妖
精
界
”
。

　
そ
し
て
、
精
霊
、
妖
精
、
動
物
、
植
物
と
い
っ
た
生
命
体
を
そ
れ
ぞ
れ
の
世

界
に
創
造
し
、
こ
れ
ら
の
助
け
を
借
り
て
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
完
成
さ
せ
て
い

っ
た
。

　
神
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
た
ち
を
古
代
種
族
と
呼
び
、
現
在
の

フ
ォ
ー
セ
リ
ア
に
存
在
し
て
い
る
種
族
よ
り
も
、
遥
か
に
優
れ
た
能
力
を
持
っ

て
い
た
。
古
代
種
族
の
殆
ど
は
現
在
で
は
滅
ん
で
い
る
。

　　
創
世
の
時
代
の
後
に
訪
れ
た
の
は
、
争
い
の
時
代
。

　
些
細
な
相
違
に
端
を
発
し
た
争
い
の
火
種
が
大
き
く
燃
え
上
が
り
、
つ
い
に

は
光
と
闇
の
勢
力
に
別
れ
て
、
す
べ
て
の
古
代
種
族
が
参
加
し
た
最
終
戦
争
が

起
こ
っ
た
。
神
々
の
大
戦
と
呼
ば
れ
る
最
終
戦
争
に
よ
り
、
神
々
は
肉
体
を
失

っ
た
。
物
質
界
に
直
接
介
入
す
る
手
段
を
失
い
、
精
神
的
な
存
在
と
成
り
果
て

た
の
だ
。



4

　
か
く
し
て
、
神
々
の
時
代
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

２
．
古
代
魔
法
王
国
時
代

　
神
々
の
大
戦
の
後
に
続
い
た
の
は
暗
黒
時
代
。
暗
黒
時
代
は
数
百
年
と
も
数

千
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
暗
黒
時
代
を
生
き
抜
い
た
人
間
が
作
り
上
げ
た
王
国
の
名
前
は
、
カ
ス
ト
ゥ

ー
ル
王
国
。
現
在
は
滅
び
去
っ
て
い
る
た
め
、
古
代
魔
法
王
国
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
こ
の
王
国
は
、
各
種
の
魔
法
語
に
通
じ
た
偉
大
な
る
魔
術
師
た
ち
に
よ
っ
て

治
め
ら
れ
て
い
た
。
魔
法
の
能
力
が
高
い
も
の
ほ
ど
地
位
が
高
く
、
魔
法
の
能

力
の
低
い
、
も
し
く
は
ま
っ
た
く
欠
如
し
た
人
間
は
、
奴
隷
と
し
て
扱
わ
れ
た

り
、
蛮
族
と
し
て
蔑
ま
れ
て
い
た
。

　
魔
術
師
た
ち
は
魔
力
の
塔
と
呼
ば
れ
る
魔
法
装
置
か
ら
供
給
さ
れ
る
無
限
の

魔
力
を
背
景
に
、
地
上
の
支
配
者
と
な
っ
た
。
華
や
か
な
文
化
を
作
り
上
げ
、

都
市
を
空
に
浮
か
べ
、
そ
し
て
成
長
し
た
竜
さ
え
も
隷
属
さ
せ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
魔
力
の
塔
が
崩
壊
し
、
カ
ス
ト
ゥ
ー
ル
王
国
は
滅
び
た
。

３
．
剣
の
時
代

　
古
代
魔
法
王
国
が
滅
ん
だ
あ
と
に
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
古

代
魔
法
王
国
時
代
に
奴
隷
と
し
て
、
も
し
く
は
蛮
族
と
し
て
蔑
ま
れ
て
い
た
人

々
。
魔
法
の
能
力
こ
そ
低
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
強
靭
な
生
命
力
に
満
ち
溢

れ
て
い
た
の
だ
。

　
魔
法
の
力
は
存
在
し
て
い
る
が
、
高
度
な
呪
文
は
失
わ
れ
、
魔
術
師
の
数
も

少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
、
物
事
は
武
力
に
よ
っ
て
解
決
さ
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れ
る
よ
う
に
な
っ
 

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
を
「
剣
の
時
代
」
と
呼
ぶ
。

（
ソ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
Ｒ
Ｐ
Ｇ
、
基
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
よ
り
抜
粋
）
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六
大
神
（
前
書
き
）

フ
ォ
ー
セ
リ
ア
に
は
様
々
な
神
々
が
存
在
し
て
い
る
。

特
に
力
の
強
い
６
柱
を
、
六
大
神
と
呼
ぶ
。
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六
大
神

　
始
原
の
巨
人
の
死
体
か
ら
、
神
々
が
生
ま
れ
た
。
特
に
力
の
強
い
６
柱
を
、

六
大
神
と
呼
ぶ
。

右
足
：
戦
の
神
、
マ
イ
リ
ー
。

左
足
：
商
売
の
神
、
チ
ャ
ザ
。

頭
：
知
識
の
神
、
ラ
ー
ダ
。

胴
体
：
大
地
母
神
、
マ
ー
フ
ァ
。

邪
悪
な
る
右
腕
：
暗
黒
神
、
フ
ァ
ラ
リ
ス
。

善
な
る
左
手
：
至
高
神
、
フ
ァ
リ
ス
。

・
マ
イ
リ
ー
：
戦
争
と
勝
利
の
守
護
神
。

　
教
義
：
卑
怯
な
行
為
や
臆
病
な
振
る
舞
い
を
否
定
し
、
正
義
あ
る
戦
い
の
み

を
肯
定
し
て
い
る
。

・
チ
ャ
ザ
：
幸
運
と
商
業
の
神
。

　
教
義
：
商
売
な
ど
人
と
人
と
の
会
話
や
交
流
を
通
じ
て
、
幸
福
は
実
現
さ
れ

る
。

・
ラ
ー
ダ
：
英
知
と
知
識
を
司
る
。

　
教
義
：
知
的
な
生
き
方
を
教
え
、
す
べ
て
の
も
の
が
賢
明
で
あ
れ
ば
、
世
界

は
う
ま
く
い
く
。

・
マ
ー
フ
ァ
：
自
然
と
農
業
の
女
神
で
あ
り
、
結
婚
の
守
護
神
で
も
あ
る
。

　
教
義
：
自
然
で
あ
れ
と
い
う
言
葉
で
す
べ
て
表
さ
れ
る
。
自
衛
の
た
め
以
外

の
戦
い
は
否
定
し
て
い
る
。

・
フ
ァ
ラ
リ
ス
：
破
壊
と
混
沌
を
司
る
。
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教
義
：
完
全
な
自
由
を
目
指
し
、
法
や
秩
序
、
道
徳
な
ど
の
束
縛
に
屈
す
る

こ
と
を
嫌
う
。

・
フ
ァ
リ
ス
：
秩
序
と
法
の
守
り
手
。

　
教
義
：
人
々
が
秩
序
に
の
っ
と
っ
た
行
動
を
し
、
世
界
に
不
変
の
「
正
義
」

を
実
現
す
る
。

（
ソ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
Ｒ
Ｐ
Ｇ
、
基
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
よ
り
抜
粋
）
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種
族
（
前
書
き
）

フ
ォ
ー
セ
リ
ア
に
は
、
人
間
以
外
の
種
族
も
暮
ら
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
説
明
す
る
の
は
、
冒
険
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
種
族
で
あ
る
。
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種
族

・
人
間

　
肉
体
的
な
特
徴
は
、
我
々
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
地
方
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
様
式
や
文
化
が
あ
り
、
何
種
類
か
の
人
種
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
医
学
が
未
発
達
な
た
め
、
平
均
寿
命
は
５
０
年
程
度
。

　
全
て
の
ル
ー
ン
マ
ス
タ
ー
技
能
を
修
得
で
き
る
。

・
ド
ワ
ー
フ

　
か
つ
て
は
妖
精
族
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
物
質
界
に
完
全
に
入
り
込
ん
で
い

る
。

　
身
長
：
１
２
０
ｃ
ｍ
程
度
。
丸
々
と
太
っ
て
い
る
。
肌
の
色
は
濃
い
肌
色
。

あ
ご
に
は
長
い
ひ
げ
を
蓄
え
て
お
り
、
だ
ん
ご
鼻
。
女
性
に
は
ひ
げ
は
生
え
な

い
。

　
暗
闇
の
中
で
も
昼
間
と
同
じ
よ
う
に
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
手
先
が
た
い
へ
ん
器
用
で
、
細
工
を
作
っ
た
り
鍛
冶
な
ど
の
技
術
に
長
け
て

い
る
。

　
性
格
は
頑
強
で
、
頑
固
。
エ
ル
フ
を
毛
嫌
い
し
て
お
り
、
会
え
ば
た
い
て
い

喧
嘩
が
お
き
る
。

　
高
い
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
（
細
工
師
）
技
能
を
有
す
。

　
シ
ャ
ー
マ
ン
技
能
と
、
ソ
ー
サ
ラ
ー
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
グ
ラ
ス
ラ
ン
ナ
ー

　
草
原
の
妖
精
。

　
身
長
：
１
０
０
ｃ
ｍ
程
度
。
人
間
の
子
供
の
よ
う
な
体
型
を
し
て
い
る
。
肌

の
色
は
濃
い
肌
色
。
耳
が
少
し
と
が
っ
て
い
る
他
は
、
人
間
と
あ
ま
り
変
わ
り

が
な
い
。
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性
格
は
お
め
で
た
く
、
好
奇
心
旺
盛
。
物
事
を
深
く
考
え
ず
に
突
っ
走
る
。

　
レ
ン
ジ
ャ
ー
技
能
を
有
す
。

　
シ
ー
フ
技
能
を
有
す
。

　
植
物
や
動
物
と
意
思
を
通
じ
合
え
る
。

　
い
か
な
る
ル
ー
ン
マ
ス
タ
ー
技
能
も
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
エ
ル
フ

　
森
の
妖
精
。
そ
の
容
姿
の
美
し
さ
と
不
死
性
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
身
長
：
１
６
０
ｃ
ｍ
程
度
。
細
身
。
男
性
で
も
ひ
げ
が
生
え
な
い
。
髪
は
金

色
か
ら
、
栗
色
。
と
き
に
は
銀
髪
に
な
る
も
の
も
。
肌
の
色
は
白
に
近
く
、
瞳

の
色
は
薄
い
青
か
緑
色
。

　
森
で
閉
鎖
的
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
街
中
を

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
エ
ル
フ
は
、
変
わ
り
者
で
あ
る
。

　
シ
ャ
ー
マ
ン
技
能
を
有
す
。

　
プ
リ
ー
ス
ト
技
能
を
取
得
で
き
な
い
。

・
ハ
ー
フ
エ
ル
フ

　
エ
ル
フ
と
人
間
と
の
ハ
ー
フ
。
両
者
の
特
徴
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
が
、
数

は
非
常
に
少
な
い
。

　
耳
は
わ
ず
か
に
と
が
っ
て
お
り
、
ひ
げ
を
生
や
す
こ
と
も
あ
る
。
身
長
は
人

間
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
き
ゃ
し
ゃ
な
作
り
を
し
て
い
る
。

　
育
て
ら
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
特
性
が
変
わ
る
。
エ
ル
フ
に
育
て
ら
れ
た
と
き

は
、
エ
ル
フ
に
準
じ
る
。
人
間
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
と
き
に
は
人
間
と
ま
っ

た
く
変
わ
り
が
な
い
。

（
ソ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
Ｒ
Ｐ
Ｇ
、
基
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
よ
り
抜
粋
）
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冒
険
者
技
能
（
前
書
き
）

技
能
：
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特
徴
を
表
す
数
値
の
こ
と
。
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冒
険
者
技
能

・
冒
険
者
技
能
と
一
般
技
能

　
冒
険
者
技
能
：
プ
レ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
冒
険
者
や
、
そ
れ
に
順

ず
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
 

｜
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
が
習
得
す
る
も
の
。

　
一
般
技
能
：
冒
険
者
に
対
す
る
、
一
般
人
が
習
得
す
る
も
の
。
商
人
 

（
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
）
、
農
夫
 

（
フ
ァ
ー
マ
ー
）
な
ど
、
多
義
に
わ
た
る
。
こ
の
中

に
は
、
冒
険
中
に
役
立
つ
も
の
も
あ
り
、
冒
険
者
が
一
般
技
能
を
修
得
す
る
の

も
十
分
に
利
益
が
あ
る
。

　
ま
た
、
技
能
は
複
数
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ソ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
冒
険
者
と
し
て
の
強
さ

を
、
冒
険
者
技
能
の
レ
ベ
ル
で
判
断
す
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
持
っ
て
い
る
冒

険
者
技
能
の
う
ち
、
も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
の
数
値
を
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
冒
険
者
レ
ベ
ル
と
呼
称
す
る
。

　
冒
険
者
技
能
に
は
、
以
下
の
種
類
が
あ
る
。

１
．
魔
術
師
 

（
ソ
ー
サ
ラ
ー
）

　
古
代
語
魔
法
の
使
い
手
。

　
古
代
語
魔
法
：
魔
法
語
の
力
に
よ
っ
て
魔
力
を
開
放
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

を
も
た
ら
す
魔
法
の
こ
と
。

　
呪
文
を
正
し
く
唱
え
る
た
め
に
、
以
下
の
制
限
を
受
け
る
。

・
魔
法
の
発
動
体
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

・
魔
法
を
唱
え
る
に
は
、
呪
文
の
詠
唱
と
複
雑
な
身
振
り
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
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鎧
は
ソ
フ
ト
レ
ザ
ー
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
る
。

２
．
精
霊
使
い
 

（
シ
ャ
ー
マ
ン
）

　
精
霊
魔
法
の
使
い
手
。

　
精
霊
魔
法
：
精
霊
と
交
信
し
、
そ
の
精
霊
が
司
る
力
を
引
き
出
し
て
か
け
る

魔
法
の
こ
と
。

　　
シ
ャ
ー
マ
ン
技
能
を
使
う
た
め
に
は
、
以
下
の
条
件
が
必
要
。

・
精
霊
が
金
属
を
嫌
う
た
め
、
金
属
製
の
鎧
を
着
て
は
い
け
な
い
。
（
銀
は
除

く
）

・
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
て
は
な
ら
な
い
。

・
呪
文
に
対
応
し
た
精
霊
力
が
働
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
．
司
祭
 

（
プ
リ
ー
ス
ト
）

　
神
聖
魔
法
の
使
い
手
。

　
神
聖
魔
法
：
大
い
な
る
存
在
で
あ
る
神
と
接
触
し
、
そ
の
力
を
源
に
し
て
様

々
な
奇
跡
を
実
行
す
る
魔
法
の
こ
と
。

　
神
聖
魔
法
を
使
う
た
め
に
は
、
神
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
信
仰

心
が
必
要
。

４
．
闇
司
祭
 

（
ダ
ー
ク
プ
リ
ー
ス
ト
）

　
闇
の
神
を
信
仰
し
て
い
る
司
祭
を
、
闇
司
祭
と
呼
ぶ
。

５
．
竜
司
祭
 

（
ド
ラ
ゴ
ン
プ
リ
ー
ス
ト
）

　
ド
ラ
ゴ
ン
が
使
用
す
る
魔
法
を
使
う
こ
と
の
で
き
る
人
間
の
こ
と
を
、
竜
司

祭
と
呼
ぶ
。
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こ
こ
ま
で
が
、
魔
法
使
い
 

（
ル
ー
ン
マ
ス
タ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
技
能
で
あ
る
。

６
．
戦
士
 

（
フ
ァ
イ
タ
ー
）

　
武
器
戦
闘
に
関
す
る
技
能
。

７
．
盗
賊
 

（
シ
ー
フ
）

　
シ
ー
フ
技
能
に
は
以
下
の
能
力
が
あ
る
。
た
だ
し
、
シ
ー
フ
技
能
を
フ
ル
に

生
か
そ
う
と
思
え
ば
、
軽
量
の
非
金
属
製
の
鎧
し
か
身
に
着
け
ら
れ
な
い
。

・
鍵
開
け

・
罠
感
知
／
罠
発
見

・
罠
解
除
／
罠
設
置

・
聞
き
耳

・
登
攀

・
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

・
潜
伏

・
忍
び
足

・
宝
物
鑑
定

・
ス
リ

・
変
装

・
記
憶
術

・
尾
行

・
特
殊
な
戦
闘

８
．
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
野
外
活
動
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
技
能
の
中
に
は
、
シ
ー
フ
技
能

と
同
様
、
着
用
で
き
る
防
具
に
制
限
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　
以
下
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
技
能
の
能
力
。
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・
足
跡
追
跡

・
罠
感
知
／
罠
発
見

・
罠
解
除
／
罠
設
置

・
危
険
感
知

・
忍
び
足

・
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

・
生
存
術

・
聞
き
耳

・
地
図
製
作

・
尾
行

・
動
植
物
鑑
定

・
応
急
手
当

・
不
意
打
ち

・
飛
び
道
具
の
使
用

９
．
賢
者
 

（
セ
ー
ジ
）

　
す
べ
て
の
学
問
に
対
す
る
総
合
的
な
理
解
や
知
識
の
深
さ
を
表
す
。

　
セ
ー
ジ
技
能
に
は
以
下
の
能
力
が
あ
る
。

・
宝
物
鑑
定

・
言
語
（
読
解
／
会
話
）

・
知
識

・
占
星
学

・
薬
品
学

１
０
．
吟
遊
詩
人
 

（
バ
ー
ド
）

　
こ
の
技
能
の
持
ち
主
は
楽
器
を
演
奏
し
た
り
歌
を
唄
う
だ
け
で
は
な
く
、
見

知
ら
ぬ
土
地
に
関
す
る
情
報
や
、
各
地
の
伝
承
に
も
通
じ
て
い
る
。
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ま
た
、
古
代
魔
法
王
国
時
代
に
作
ら
れ
た
魔
法
の
歌
 

｜
（
呪
歌
）
を
唄
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
バ
ー
ト
技
能
に
は
以
下
の
能
力
が
あ
る
。

・
楽
器
演
奏

・
歌
唱

・
伝
承
知
識

・
言
語
（
会
話
）

・
呪
歌

（
ソ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
Ｒ
Ｐ
Ｇ
、
基
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
よ
り
抜
粋
）
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エ
フ
タ
ル
王
国
（
前
書
き
）

自
作
の
舞
台
、
エ
フ
タ
ル
王
国
。

こ
ん
な
感
じ
の
国
で
す
。
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エ
フ
タ
ル
王
国

　
エ
フ
タ
ル
と
い
う
国
が
あ
る
。
中
緯
度
地
帯
に
属
す
、
平
和
で
豊
か
な
国
だ
。

ほ
ぼ
長
方
形
の
国
土
を
持
っ
て
お
り
、
東
西
方
向
に
５
旅
程
（
約
２
０
０
Ｋ
ｍ
）

、
南
北
方
向
に
１
０
旅
程
（
約
４
０
０
Ｋ
ｍ
）
の
面
積
を
擁
し
て
い
た
。

　
エ
フ
タ
ル
の
東
端
に
は
、
大
河
“
グ
レ
イ
エ
ル
”
が
と
う
と
う
と
流
れ
て
い

る
。
グ
レ
イ
エ
ル
は
、
エ
フ
タ
ル
に
豊
か
な
水
と
豊
富
な
水
産
資
源
を
与
え
、

隣
国
に
対
す
る
天
然
の
堀
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。

　
エ
フ
タ
ル
の
北
端
に
は
“
ラ
ー
リ
ュ
ナ
ス
”
山
脈
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
険
し
い
山
脈
の
頂
に
は
、
多
く
の
ド
ラ
ゴ
ン
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
恐
怖
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
伝
説
が
あ
る
国
ゆ
え
、
大
き
な
街
の
北
側
に
あ
る
城
壁
の
上
に
は
弩

ス
タ

バ
リ

弓
が
最
大
仰
角
で
備
え
ら
れ
て
い
た
り
、
小
さ
な
村
の
北
側
に
は
投
石
器
用
の

カ
タ
パ
ル
ト

傾
斜
台
と
砲
弾
と
な
る
石
の
山
が
築
か
れ
て
い
た
り
す
る
。

　
エ
フ
タ
ル
の
西
端
に
は
“
ソ
イ
ト
エ
ル
”
と
呼
ば
れ
る
大
樹
海
が
広
が
っ
て

い
る
。
樹
海
の
中
に
は
古
代
魔
法
王
国
時
代
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
カ
ス

ト
ゥ
ー
ル
本
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
エ
フ
タ
ル
の
地
で
は
、
本
国
で
は
ヤ
バ
す
ぎ

て
研
究
で
き
な
い
魔
法
の
実
験
室
や
、
特
殊
な
性
癖
を
持
つ
モ
ノ
用
の
秘
密
ク

ラ
ブ
等
が
多
く
作
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
遺
跡
は
樹
海
の
中
に
点
在
し
て
い
る

た
め
、
未
盗
掘
の
遺
跡
も
多
く
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。

　
樹
海
の
奥
に
は
巨
大
な
地
溝
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
確

か
め
た
モ
ノ
は
い
な
い
。

　
唯
一
の
開
口
部
で
あ
る
南
側
に
は
、
乾
い
た
大
平
原
が
広
が
っ
て
い
る
。
い

く
つ
か
の
都
市
国
家
が
点
在
し
て
い
る
が
、
他
国
を
侵
略
で
き
る
だ
け
の
余
力

の
あ
る
国
は
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
長
ら
く
都
市
国
家
間
の
戦
争
は
行
わ
れ
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て
い
な
い
。

　
大
平
原
の
実
質
的
な
支
配
者
は
、
遊
牧
民
で
あ
る
。

　
ラ
ー
リ
ュ
ナ
ス
山
脈
と
ソ
イ
ト
エ
ル
大
樹
海
が
交
わ
る
北
西
の
角
に
あ
る
の

が
、
王
都
“
ラ
ン
・
ク
ゥ
ル
”
。
厚
い
城
壁
と
２
重
の
堀
に
囲
ま
れ
た
城
塞
都

市
で
あ
る
。
南
側
と
東
側
の
城
壁
の
上
に
は
、
多
数
の
投
石
器
が
備
え
ら
れ
て

カ
タ
パ
ル
ト

お
り
、
北
側
の
城
壁
の
上
に
は
弩
弓
が
最
大
仰
角
で
備
え
ら
れ
て
い
る
。

バ
リ
ス
タ

　
王
都
の
北
側
に
堀
で
囲
ま
れ
た
王
城
が
あ
る
。
質
実
剛
健
を
絵
に
描
い
た
よ

う
な
城
で
あ
り
、
優
美
さ
と
は
程
遠
い
。

　
王
都
か
ら
南
に
街
道
が
延
び
て
い
る
。
石
で
舗
装
さ
れ
た
街
道
を
南
下
す
る

こ
と
５
旅
程
に
あ
る
の
が
、
商
業
都
市
“
ウ
ェ
ル
バ
ク
レ
ス
”
。
エ
フ
タ
ル
の

心
臓
と
呼
ば
れ
る
商
業
都
市
は
、
王
都
か
ら
進
軍
し
て
き
た
軍
隊
の
休
息
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
。

　
商
業
都
市
ウ
ェ
ル
バ
ク
レ
ス
か
ら
南
下
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
５
旅
程
。
ソ
イ

ト
エ
ル
大
樹
海
が
平
原
に
変
わ
る
辺
り
に
あ
る
の
が
、
城
塞
都
市
“
ケ
ー
プ
・

ラ
ウ
ン
”
。
エ
フ
タ
ル
の
南
の
要
で
あ
り
、
侵
攻
し
て
き
た
敵
を
食
い
止
め
る

最
終
防
衛
線
で
あ
る
。

　
２
重
の
堀
と
３
重
の
厚
い
城
壁
。
城
壁
の
上
に
は
無
数
の
投
石
器
。
篭
城
戦

カ
タ
パ
ル
ト

と
な
れ
ば
、
落
城
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
ケ
ー
プ
・
ラ
ウ
ン
の
人
口
の
う
ち
、
半
分
強
が
騎
士
で
あ
る
。
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黒
き
竜
王
の
呪
い
（
前
書
き
）

　
エ
フ
タ
ル
の
地
で
は
、
魔
術
は
重
大
な
禁
忌
で
あ
る
。
魔
術
師
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
と
、
都
市
部
で
も
袋
叩
き
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
（
偏
見

の
度
合
い
は
、
通
常
の
地
域
で
あ
れ
ば
辺
境
の
村
に
相
等
）

　
そ
う
な
っ
た
理
由
は
、
古
き
伝
承
に
あ
っ
た
。
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黒
き
竜
王
の
呪
い

　
エ
フ
タ
ル
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
冒
険
者
は
、
通
行
税
を
払
う
と
き
に
役
人

か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
。

「
昔
か
ら
こ
の
国
は
、
魔
法
使
い
に
対
す
る
感
情
が
悪
い
。
ソ
フ
ト
レ
ザ
ー
に

杖
な
ん
て
、
こ
れ
見
よ
が
し
の
魔
法
使
い
ル
ッ
ク
を
し
て
い
る
と
、
日
中
で
も

袋
叩
き
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
注
意
す
る
よ
う
に
」

　
そ
の
言
葉
を
聴
い
て
い
る
連
中
の
中
に
魔
法
使
い
が
い
た
場
合
は
、
次
の
よ

う
な
言
葉
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

「
警
告
は
し
た
か
ら
な
。
殺
さ
れ
て
も
化
け
て
出
る
な
よ
」

　
エ
フ
タ
ル
国
民
の
魔
法
使
い
嫌
い
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
伝
承
が
影
響
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

－
黒
き
竜
王
の
呪
い
－

　
遡
る
こ
と
５
０
０
年
、
後
の
世
の
歴
史
家
か
ら
は
古
代
魔
法
王
国
時
代
と
呼

ば
れ
て
い
る
時
代
の
こ
と
。

　
当
時
、
地
上
を
支
配
し
て
い
た
の
は
魔
法
使
い
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

魔
法
使
い
た
ち
は
魔
力
の
塔
か
ら
供
給
さ
れ
る
無
限
の
魔
力
を
持
っ
て
、
都
市

を
空
に
浮
か
べ
、
成
熟
し
た
竜
で
す
ら
も
下
僕
と
し
て
扱
っ
た
と
い
う
。
当
時

の
魔
法
は
強
力
で
あ
り
、
老
竜
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
竜
で
あ
っ
て
も
、
自
力
で

エ
ル
ダ
ー
・
ド
ラ
ゴ
ン

隷
属
の
呪
文
を
打
ち
破
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
隷
属
の
呪
文
の
効
力
は
、

現
在
に
至
る
も
継
続
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
古
代
魔
法
王
国
時
代
、
現
在
の
エ
フ
タ
ル
の
北
に
、
黒
き
竜
王
と
呼

ば
れ
る
竜
が
棲
ん
で
お
り
、
広
大
な
平
原
は
竜
王
の
餌
場
と
な
っ
て
い
た
。
伝

承
に
よ
れ
ば
、
黒
き
竜
王
は
老
竜
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

エ
ル
ダ
ー
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
広
大
な
平
原
に
目
を
つ
け
、
古
代
魔
法
王
国
の
魔
術
師
が
進
出
し
て
き
た
。
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魔
術
師
は
黒
き
竜
王
を
下
僕
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
入
植
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
…
…
。

　
黒
き
竜
王
が
隷
属
の
呪
文
を
自
力
で
打
ち
破
っ
た
。
呪
文
の
効
果
が
不
完
全

で
あ
っ
た
と
も
、
黒
き
竜
王
が
古
竜
に
片
足
を
突
っ
込
ん
で
い
た
か
ら
自
力
で

エ
ン
シ
ェ
ン
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン

打
ち
破
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
黒
き
竜
王
は
魔
術
師
の
住
む
館
ご
と
魔
術
師
を
灰
に
し
た
。
い
ま
も
王
都
の

東
に
残
る
広
大
な
荒
地
が
、
そ
の
名
残
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
魔
術
師
を
灰
に
し
た
黒
き
竜
王
は
、
以
下
の
言
葉
を
残
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

『
こ
の
地
に
住
む
人
間
と
言
う
種
族
よ
。
我
は
我
が
受
け
た
屈
辱
を
決
し
て
忘

れ
な
い
。
特
に
、
魔
術
を
つ
か
え
る
固
体
に
は
容
赦
し
な
い
。
我
の
餌
場
で
小

さ
な
魔
法
の
火
で
も
使
っ
て
み
ろ
。
骨
一
つ
残
さ
ず
焼
き
殺
し
て
や
る
。
魂
す

ら
残
ら
な
い
よ
う
、
最
大
火
力
で
燃
や
し
尽
く
し
て
や
る
か
ら
、
よ
く
覚
え
て

お
け
』

　
黒
き
竜
王
は
い
ず
こ
へ
と
去
っ
た
。
餌
場
を
変
え
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
し
、

失
っ
た
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
眠
り
に
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は

定
か
で
は
な
い
。

　
魔
力
の
塔
が
崩
壊
し
、
古
代
魔
法
王
国
が
滅
び
た
の
は
、
黒
き
竜
王
が
姿
を

見
せ
な
く
な
っ
て
か
ら
数
年
後
の
出
来
事
で
あ
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
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